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以下のURLにアクセスのこと。

http://www.econ.keio.ac.jp/staff/ito/
Kuhn-Tucker定理の教えるところとは、等号でみたされる制約式つまり本質的な制約(これは複数あるかもしれない)、を考えたとき、その制約を一番きつく方向ベクトルの正の方向への線形結合と、目的関数を最も大きく値を増やす方向ベクトルがバランスする。

ポイントは、本質的な制約だけを考えて正の係数を組み合わせて、目的関数をもっとも大きくする方向ベクトルを構成できるか。

ここでは、MF定理というものを使う。

講義ノートの定理１の証明に出てくる、

「Minkowski-Farkasの定理をもちいると」の直後に出てくる主張の意味は、
x*が最適として、そこから本質的な制約を満たすような方向でx*から点をずらしてみても、目的関数f(x)の値の改善がみられない。

Kuhn-Tucker定理(必要条件)は、前半は古典的なラグランジュ未定乗数法の結論とかわらない。しかし、ここで重要なのは、ラグランジュ乗数が最適点においては正またはゼロでなくてはならないといことと、スラック条件である。

実は、Kuhn-Tucker定理は、経済学的には自由処分の条件や、自由財の考え方と関係する。

財の自由処分を考えたとき(制約条件式の等号つき不等式制約に関係)、ラグランジュ乗数が正になるような資源制約に対応する財が経済財とよばれ、ラグランジュ乗数がゼロとなるような資源制約に対応する財が自由財とよばれることになる。

日常生活における価格と同じニュアンスあるいは意味合いをもつものとしてラグランジュ乗数があることに注意。（つまり価格が高いものは低いものに比べてより希少価値があるという感覚。）

Kuhn-Tuckerは自分たちの導いた必要条件が、十分条件にもなる状況を明らかにしている。
